
日 月 火 水 木 金 土

蔵
書
点
検
の
た
め
休
館

▼囲碁小町嫁入り七番勝負

／犬飼六岐／講談社▼月の

街山の街／イ　チョルファ

ン／ワニブックス▼女子栄

養大学のお料理入門／小川

久惠／女子栄養大学出版部

▼mama’s  cafe  vol.19／主

婦と生活社▼新生ＥＸＩＬ

Ｅ／本郷陽二／汐文社▼四

畳半王国見聞録／森見登美

彦／新潮社

火～金　10:00～18:00
土・日　10:00～17:00
■休館日
　おはなし会　11:00から

新着図書から
　
６
月
27
日（
月
）〜
７
月
４
日（
月
）

は
蔵
書
点
検
の
た
め
休
館
と
な
り
ま

す
。
図
書
資
料
を
返
却
す
る
場
合
は
、

図
書
館
入
口
脇
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
Ａ
Ｖ
資

料（
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
）に
つ
い

て
は
、
休
館
期
間
中（
土
日
を
除
く
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

入
り
口
に
特
設
の
Ａ
Ｖ
資
料
返
却
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
Ａ
Ｖ
資
料
は
壊
れ
や
す
い
の
で
、
ブ

　
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
は
返
却
し
な
い
で
く

　
だ
さ
い
。

　
チ
ン
ピ
ラ
の
純
平
は
、
気
っ
ぷ
の
い

い
兄
貴
分
に
心
酔
し
て
い
る
が
、
女
は

苦
手
で
、
困
っ
た
人
を
見
る
と
ほ
う
っ

て
は
お
け
な
い
。
そ
ん
な
愛
す
べ
き
彼

が
鉄
砲
玉（
暗
殺
）を
命
じ
ら
れ
、
決
行

ま
で
の
３
日
間
、
自
由
を
満
喫
す
る
が
。

　
親
の
離
婚
後
に
会
う
孫
と
祖
父
、
元

不
良
の
教
え
子
と
定
年
間
近
の
老
教
師
、

捨
て
犬
を
見
つ
け
た
Ｏ
Ｌ
と
大
学
生
…
。

こ
の
世
は
い
ろ
ん
な
デ
ー
ト
で
溢
れ
て

る
。
待
ち
合
わ
せ
の
ワ
ク
ワ
ク
す
る
気

持
ち
や
別
れ
る
時
の
切
な
さ
を
描
く
。

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
に
は
、
子
ど
も

を
健
全
に
成
長
さ
せ
る
力
が
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
万
能
と
も
言
え
る
効

果
が
あ
る
の
か
、
絵
本
の
仕
掛
け
と
読

み
聞
か
せ
の
効
果
の
両
面
か
ら
、
そ
の

ひ
み
つ
を
解
き
明
か
し
ま
す
。（
京
都
新

聞
出
版
セ
ン
タ
ー
）

相談内容 日　時 場　所 相 談 員内　容　等 問　合　せ

心配ごと相談

コミュニティ
センター城里

３階

コミュニティセ
ンター城里２階

コミュニティ
センター城里

３階

 8日(水)
22日(水)

10:00～12:00

町の相談員、
弁護士

内容／家庭内の心配ごと、
　交通事故、結婚、離婚、
　遺産相続、土地問題など

社会福祉協議会
　 029‐288‐7013

消費生活相談

弁護士

内容／悪質商法や多重債務
　などの消費者トラブル
※事前に電話で申し込み

教育相談 常北公民館

桂公民館

毎週
月・水・金曜日
9:00～16:00

15日(水)
10:00～12:00

消費生活相
談員

産業振興課

毎週月曜日
13:00～17:00

町の教育相
談員

※電話（　 029-288-2409）、
　メール(　 soudan@town.
　shirosato.lg.jp）での相談
　も受け付けています

教育委員会事務局
　 029‐288‐3135

産業振興課
　 029‐288‐3111

（内線385）

人権擁護委
員、法務局
職員

内容／いじめ、体罰、差別、
　離婚、相続、金銭貸借、借地
　借家、近隣トラブルなど

健康福祉課
　 029‐240‐6550

8日(水)
10:00～15:00人権相談
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お
し
ま
い
の
デ
ー
ト

絵
本
の
ひ
み
つ

余郷　裕次
京都新聞

大島　真寿美
　 ポプラ社

順
平
、
考
え
直
せ

奥田　英郎
光文社


